
学習内容の整理

； 第1量生物の観顕と分繍のしかた 】

分類
似た特徴をわっbのを1つのグル ブにま

22 とめ、いくつかのグループに分けて整理す

ること。

： －第2章植物の分期 】

吾房

匹疎

豆粉

果実

種吾

裸吾植物

被吾植物

種吾植物

葉脈

ω
類

ω
類

い葉

一
葉

し吾

し吾

川単

一υ
双

ひげ栂

山恨

日桐山

川主

U

側

シダ植物

コケ植物

胞3-
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被ラ植物のめしべの下部にあるふくらんだ、
31 戸Jん
部分。

受粉後、成長して種号になる。被害植物で
31 し I.！－；’＇＂
はそ子房の中にある。

被害植物のめしべの枝頭や、裸号植物のHl
32 しゆ か 山ん

珠に花粉がつくこと。

32 受粉後、ミ子房が成長してできる。

じゅnん : LIいし＂

32 受粉後、 RH朱が成長したわの。

35 fll珠がむき出しになっている悟物。

3S 旺珠が吾房の中にある植物。

35 程菩をつくる植物。

36 葉に見られる筋。

し.，， Aぃ υ1,1，」〈ぷ 3

38 Z子葉が1般の彼寺僧物。

38 菩渠が2枚の被害植物。

ω太な一つより
川同るれらゆ見
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38 双菩菜類の値物に見られる、太い根。

双三子葉類の植物に見られる、主根力、5綬分
38 
力、れした細い恨。

L,n 程吾をつくらない植物のなかで、菜、茎、根
'" 〈ベコ しA（ゆ J

守 の区別がある植物。

μ
根一

γ
一且
I

U

葉でhu 
なの

市
相
川
M
54
 

パ
清
巴

o

l
vぃ
口
相
川
出

目
別
山
間
四

ら

し

く

な
つ
が

を
m
別

～しっ
す
区

凶種

の
ハU

↓9
 
5
 

／
＼
 つを

し
ヰ
d

M

種斗A
Mμ」－JB
。

ゐ
ι

る

山剛
一
一
日

3
．も

や

ぐ

心物

つ

川植

を

ダ

し
之
J

シ
川胞

円
U

単元1 いろいろな生物とその共通点

分類の例－P•. 2.5 
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ゲクラ、チューリップ、スギゴなど
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ある と 13.1. 
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ヒト、トカゲ、力メなど lモンシロチョウ、！ メダ力、りメ、クジラなど
ツバメなど

被吾植物の花のつくり刊.:s,

裸吾植物と被吾植物の比較吋店
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圏
被吾植物の2つのグループ 暗P.39植物の分類吋，44 学

習
内
容
の
整
理

「とう
発芽のとき菩葉が2枚

葉吉｜ ／，）兵士±グ
脈11 Qf-ミ多y

町恒一一一一l__ t ＿＿＿＿＿＿型空一一

｜ 主議イ株主を
匂食、 側根

京芸美諸
たIvしようるい

単号葉類

I ほつが しよう まい

発芽のとき吾葉が1枚

（ 信主 ） （ 
じゅし しよ〈ぷつ

j軍予をつくらない植物
ほうし

胞与でふえる。 ラ
葉

（ 
しし，＜ぷつ

裸予植物
島、操はむき品レ。

。。 ミ砂。
ひげ根

＇＂ ね

菜、根
たんしようるい そうしようるい

単予菜類 l双予菜類

さ藁は1結。（さ藁は2tえ
ようみ。〈 へいこう ，ょうみ$〈 あみめ

葉脈は平行 l葉脈は網目
と＂ iじ，ラ とお

に通る。 l状に通る。

最はひげ品。（最は宝遣と面接。

菜、茎、恨

コヶ福砺 ；シタ櫨面
輩、葦、最の ！輩、葦、最の

説1がない。 ！説1がある。

ぜきついとつぶっ せぽね

脊椎動物 （首骨がある）

崩 ｜総説iハテュゥ対 崩
二二ご「 ~＝ --7詰rnri---1 --;::,-

三一一 I ＿ ±~ 口訴こ 陸工
誌面lこ誌ぅ｜ … _i~主LJ
からだのつくり｜ ） 』！ （肢体）
ーコ一二一一三ζ ← l一一一一一一一一一一一一一一正吉菅Eγ一一一「一一ーー一一一一一一一一ー 一一一一一一一ー一一一
酬に雇ぅ｜ 三一 _J盟L」 幹
からだのっくり｜ A つ （散誌） tlJJ 

主のうまれ矧 読ま（節こ護がなU ；自主（漏に謡がある） 詰主

一時－－r三 －－T心扇面う正（語寸 --i---
議蓄誕面編 （告書がない）

軽量壁一一｜一一一経笹－一一｜ヲ坐
からだは外骨格でおおわれて｜内臓がある部分が外とう膜で包

いる。からだには節がある。 ｜まれている。からだには節がない。

｛ま toうるい

欄乳類

議権動婦と魚量権動編の議鎖申問、55

アブラナ、エンドウ、

サクラ、アサガオ、

タンポポなど

チューリップ、

トウモロコシ、

イネなど

イチョウ、

スギ、マツ、

ソテツなど

イヌワラビ、

ゼンマイ、

スギナなど

コスギゴケ、

工ゾスナゴケ、

ゼニゴケなど

あし

： 第3章動物の分類 ） 

議権益漏 48 古島のある醤弱。

おやた；1ご 彦ご

親が卵をうみ、卵から吾がかえる予のうま

れ方。

ぽたいない ていどをだ

自体内である程度青ってから事力、うまれる

事のうまれ方。

魚醤躍動編 48 告告のない轟rm。

52 卵生

65 

tきて〉モくどうぶつ み υぷうωん
節足動物などで見られる、からだの表面を

から こうぞう

おおう殻などのかたい構造。

魚量権量編のなかで、菖重謡ゃ信設語など

の動物。か5だに節がある。

金量薩毎編のなかで、アサリ、タコ、イ力な
どうぶつ 砿いぞう ＇＂、 まく っつ

どの動物。内臓が外とう膜で包まれている。

殻をもつわのもいる。

52 

55 
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節足動物

軟体動物



いろいろな生物とその共通点単元1確かめ問題

共通点をもっ生物を同じク〉レープにまとめる。

どのような特f放でク〉レープにまとめたかを書く。

生物の特徴を見直し、注目した特徴以外にも、ちがう

分類のしかたがないかを考える。

工 観察した生物のさまざまな特徴をあげる。

。 A～Gの生物を2つのク〉レープに分類し、その分類別目い

たときの共通した特徴について答えなさい。ただし、それ

ぞれのク〉レープは2組類以上の生物をふくんでいなければ

ならないものとする。

ア

イ

ウ

ヨ盟主霊園~

｜豆11の学校の周辺で、野外側察を行ーったところ、次のA～Gの

生物が見られた。観察した生物をその特徴から分類するとき、

次のl'/:13いに答えなさい。

｜豆11は被子植物の花のっくりを、 1主12は果実のっくりを、｜豆13は

マツの花とまっかさを、それぞれ表したものである。次の｜！日い

に答えなさい。

~ 

0
0
ハ
リ
り
0
0

． ． 

校庭

Aヒメアメンボ、Bドクダミ、 Cアリ、 Dダンゴムシ、

Eセイヨウタンポポ、 Fゼニゴ久 Gナナホシテントウ

図1

。 1室12は、セイヨウタンポポをスケッチしたもので、ある。このス

ケッチは迎切ではないスケ

ッチのしかたでiii命事IIの線

がかかれている。輪郭の

線をどのように変えればよ

いか、次のア～エから選

びなさい。

太い線で輪車11をはっ

きりかき、かげをつけ

て立体感を出す。

太い線で、輸~11）をはっきりかき、かげをつけずにかく。

制｜い線で、輪車JIをはっきりかき、かげをつけて立体感

を出す。

工 品Illい線で、＊命事JIをはっきりかき、かげをつけずにかく。

。 A～Gの生物の的々、｜豆11の×の場所で｜ミ息している

植物を全て選び、記号で、答えなさい。

。 バッタのあしの本数を考えたとき、 A～Gの生物のなかで、

ノてッタと｜司じク》ープに分類で、きる生物を全て選び、記号

で答えなさい。

。 分類をするときの手順について、次のア～エを）｜固に並びか

えなさい。

図2G 図1
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図2

ア

。 ｜豆11のA～Hの部分をそれぞれ何というか。

。 ｜豆12のa、bは、 ｜豆11のA～Hのどのt'.';11分が変化したものか。

。 ｜豆13のスイの部分を何というか。

。 ｜豆13のマツのような植物のめレープを何というか。

イ

ウ

〔31 源寺襲婦と単奇襲繍 」

医11、2は被子植物の葉のようすを、｜豆13、4は根のようすを、そ

れぞれ表したものである。次の間いに答えなさい。
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A iサル、ネズミ

B・ ヮシ、ニワトリ

C ワ二、カナヘビ

D カエル、（ × ） 

サケ、メダ力

F：イ力、工ビ、カブトムシ

に」

動物橋ウ

。 図のa～cは、それぞれ動物をどのような特徴で分類したも

のか。次のア～エからそれぞれ選びなさい。

背骨があるか、ないか。

卵生か、胎生か。

肺で呼吸するか、えらで呼吸するか。

工 からだが毛や羽毛でおおわれているか、いないか。

。 図のCのグヲレープを何というか。次のア～オから選びなさ

し、。

ア魚類 イ 鳥類 ウ

工両生類 オ晴乳類

。 図の（ X ）に当てはまる動物を、次のア～オから選び

なさい。

タツノオトシゴ イカメ

工イモリ オコウモリ

。 卵に最がある善雇動物のク〉レープは、図のA～Fのどれ

か。全て選びなさい。

。 次の文の（ d ）～（ g ）に当てはまる適当な言

葉は、それぞれ何か。下のア～カからそれぞれ選びなさい。

「背骨のない動物は（ d ）とよばれ、そのなかでも

( e ）や（ f ）などは節足動物とよばれる。また、イ

カやアサリなどのなかまは（ g ）とよばれ、水中で生活

するものが多い。j

ア見虫類 イ脊椎動物

ウ両生類 工軟体動物

オ甲殻類 力無脊椎動物

。 イカのからだのいちばん外側にあるAの部分を何というか。

ア

イ

ウ

図4

。 図3、4のア～ウの根を何というか。

。 図4のような根をもっ植物の子柔は何枚か。

。 次の文のエ、オの（ ）に当てはまる図をどちらか選び

なさい。

「ヒマワリなどの双子葉類の葉脈のようすは、工（図ト図

2）で、根のようすは、オ（図 3・図 4）である。」

図3図2図1

ハチュウ類[41 植物の分類

タコウア

次の図のように、植物を分類した。次の間いに答えなさい。
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。 図のA、Bには、どのような言葉が当てはまるか。

。 A植物とB植物に分けるときの特徴は何か。

。 種子をつくらない植物のクヲレープをさらに分けるとき、どの

ような特徴で分けることができるか。次の文のスイに当

てはまる言葉をどちらか選びなさい。また、ウに当てはま

る言葉を書きなさい。

「葉・茎・キ艮の区別がない植物は、ア（シダ・コケ）植物と

いい、葉・茎・根の区別がある植物は、イ（シダ・コケ）植

物という。シダ植物・コケ植物ともに、ウ（ ）でふえる。」

【SI 動物の分類 _..,j 

次の図は、さまざまな動物をいくつかの特徴をもとにして分類

したものである。次の間いに答えなさい。



68 

活用問題

あおさんとりんさんは、身近な植物の花を調べた。 ，豆，

1は、あおさんが観察したヒマワリの花のレポートで、

｜豆12は、りんさんが観察した4租類の植物の花のスケッチであ

る。その後のあおさんとりんさんの会話をもとに、次の1'1:¥1いに

答えなさい。

ヒマワりの花のっくり

観察した日 O年O月O巳O時 天気哨れ

－ヒマワリの花は、 1つの大きな花のように見えるが、くわしく見ると小
さな花がたくさん集まっている。 n し3

・小さな花の形は2種類あり、調べると「筒状花Jと「舌状花jという名
前がついていることがわかった。
－「舌状花jは、 花弁が舌のようになっていて、 「筒状花Jは、花弁が筒の
ようになっていた。

図1

ぎる母子学轡令
イチョウ ヘチマ イネ アブラナ

図2

あおでん 「 1つの大きな花だと思っていたti~分が、たくさんの

花の集まりだったことには、びっくりした。しかも、それぞれの

花のっくりを調べると、被子植物の花の特徴が見られたよ。」

りんさん「私はいろいろな花を観察してスケッチしたよ。J
あおさん「じゃあ分類してみよう。J
りんさん［（ ア ）という特徴に注目すると、イチョウとヘチマ

は同じなかまに分類できるね。j

あおさん 「そんな分類もあるのか。私の考えた分類は、図3

のようになったよ。注目する特徴がちがうと、分類の結果が変

わってくるね。」

~ 
図3

単元1 いろいろな生物とその共通点

。 （ ア ）に当てはまるヘチマとイチョウに共通する特徴

は何か。

＠ 下線t｝［）で、それぞれ1つの花が集まったものだと考えたの

は、どのようなっくりから判断したか。

。 ヒマワリは開花してしばらくたっと、花の色が茶色になった。

初めに観察したときはふくれていなかった図1のaのt}15分が

ふくれていた。なぜふくれ、大きく広がったと考えられるか。

。 ヒマワリについて、あおさんは｜豆13

の分類のどこに入るかを検討し、

その結果Fのクツレープに入れた。

あおさんが注目した特徴は何か。

。 ｜豆14は、チューリップの花のスケツ

チである。図鑑によると、チューリ

ップはDのグループに分類されて

いた。チューリップがDのクコレープ

に分類されるのは、どのような特

徴が共通するからか、 2つ答えな

さい。 図4

はなさんとれんさんが58ページの動物分類ゲームをし

ている。はなさんはカードをふせており、れんさんが質

I出している。はなさんとれんさんの会話をもとに、次の間いに
答えなさい。

れんさん「その動物には背骨はありますか。J
はなさん「いいえ。j

れんさん「外骨格はありますか。」

はなさん「はい。J
れんさん「あしは6本の動物ですか。J
はなさん「はい。j

。 れんさんが下線音rsの質問で判断しようとしたことは何か。

＠ はなさんの持つカードの動物の分類名を答えなさい。

今度はれんさんがカードをふせ、はなさんが質問する。

はなさん「その動物には背骨はありますか。J
れわさん「はい。」

はなさん「（ ア )J 

れんさん 「はい。J

。 これを聞いたはなさんは、れんさんのカードが，？n筑識であ
ることがわかった。はなさんは（ ア ）でどのような質問

をしたと考えられるか。


